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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エタボキサムとトルクロホスメチルとを有効成分として含有する植物病害防除用組成物
。
【請求項２】
　エタボキサムとトルクロホスメチルとの重量比が１：１～１：２００の範囲である請求
項１に記載の有害生物防除用組成物。
【請求項３】
　エタボキサムとトルクロホスメチルとを有効成分として含有する種子処理剤。
【請求項４】
　エタボキサムとトルクロホスメチルとの有効量が処理されてなる植物種子。
【請求項５】
　エタボキサムとトルクロホスメチルとの有効量を、植物または植物を栽培する土壌に施
用することを特徴とする植物病害防除方法。
【請求項６】
　植物病害が、藻菌類及びリゾクトニア属菌によって引き起こされる植物病害である請求
項５に記載の植物病害防除方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、植物病害防除用組成物及び植物病害の防除方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、植物病害防除剤の有効成分として、エタボキサム（例えば、特許文献１参照）や
トルクロホスメチル（例えば、非特許文献１）が知られているが、より高活性な植物病害
防除剤が常に求められている。
【０００３】
【特許文献１】大韓民国特許第１２４５５２号公報
【非特許文献１】「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ－14ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏ
ｎ（ＢＣＰＣ刊）ＩＳＢＮ　１９０１３９６１４２」（１０４３ページ）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、植物病害に対する優れた防除効力を有する植物病害防除用組成物、及び植物
病害の防除方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者等は、鋭意検討した結果、エタボキサムとトルクロホスメチルとを併用するこ
とにより、植物病害に対する防除効力が向上することを見出し、本発明に到達した。
　即ち、本発明は次の通りの構成をとるものである。
〔１〕エタボキサムとトルクロホスメチルとを有効成分として含有する植物病害防除用組
成物；
〔２〕エタボキサムとトルクロホスメチルとの重量比が１：１～１：２００の範囲である
〔１〕に記載の有害生物防除用組成物；
〔３〕エタボキサムとトルクロホスメチルとを有効成分として含有する種子処理剤；
〔４〕エタボキサムとトルクロホスメチルとの有効量が処理されてなる植物種子；
〔５〕エタボキサムとトルクロホスメチルとの有効量を、植物または植物を栽培する土壌
に施用することを特徴とする植物病害防除方法；
〔６〕植物病害が、藻菌類及びリゾクトニア属菌によって引き起こされる植物病害である
前記〔５〕に記載の植物病害防除方法；
〔７〕植物病害を防除するための、エタボキサムとトルクロホスメチルとの組み合わせの
使用；
【発明の効果】
【０００６】
　本発明に係る組成物は、優れた植物病害防除効果を発揮する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明に係る植物病害防除用組成物に用いるエタボキサムは、大韓民国特許第１２４５
５２号公報に記載された化合物である。これらの化合物は、例えば、当該公報に記載され
た方法によって合成することができる。
【０００８】
　次に、本発明に係る植物病害防除用組成物に用いるトルクロホスメチルは、公知の化合
物であり、例えば「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ－１４ｔｈ　ｅｄｉｔｉ
ｏｎ（ＢＣＰＣ刊）ＩＳＢＮ　１９０１３９６１４２」の１０４３ページ等に記載されて
いる。これらの化合物は市販の製剤から得るか、公知の方法により製造することにより得
られる。
【０００９】
　本発明に係る植物病害防除用組成物において、エタボキサムとトルクロホスメチルとの
重量比は、通常１：１～１：２００、好ましくは１：１０～１：５０の割合で含有される
ことができる。
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【００１０】
　本発明に係る植物病害防除用組成物は、エタボキサムとトルクロホスメチルとを単に混
合したものでもよいが、通常、エタボキサム、トルクロホスメチル、及び不活性担体を混
合し、必要に応じて界面活性剤やその他の製剤用補助剤を添加して、油剤、乳剤、フロア
ブル剤、水和剤、顆粒水和剤、粉剤、粒剤等に製剤化されたものであってもよい。また、
前記植物病害防除用組成物は、そのまま又はその他の不活性成分を添加して本発明種子処
理剤として使用することができる
　本発明に係る植物病害防除用組成物において、エタボキサムとトルクロホスメチルとの
合計量は通常０．１～９９重量％、好ましくは０．２～９０重量％の範囲である。
【００１１】
　製剤化の際に用いられる固体担体としては、例えばカオリンクレー、アッタパルジャイ
トクレー、ベントナイト、モンモリロナイト、酸性白土、パイロフィライト、タルク、珪
藻土、方解石等の鉱物、トウモロコシ穂軸粉、クルミ殻粉等の天然有機物、尿素等の合成
有機物、炭酸カルシウム、硫酸アンモニウム等の塩類、合成含水酸化珪素等の合成無機物
等からなる微粉末あるいは粒状物等が挙げられ、液体担体としては、例えばキシレン、ア
ルキルベンゼン、メチルナフタレン等の芳香族炭化水素類、２－プロパノール、エチレン
グリコール、プロピレングリコール、エチレングリコールモノエチルエーテル等のアルコ
ール類、アセトン、シクロヘキサノン、イソホロン等のケトン類、ダイズ油、綿実油等の
植物油、石油系脂肪族炭化水素類、エステル類、ジメチルスルホキシド、アセトニトリル
及び水が挙げられる。
　界面活性剤としては、例えばアルキル硫酸エステル塩、アルキルアリールスルホン酸塩
、ジアルキルスルホコハク酸塩、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルリン酸エ
ステル塩、リグニンスルホン酸塩、ナフタレンスルホネートホルモアルデヒド重縮合物等
の陰イオン界面活性剤及びポリオキシエチレンアルキルアリールエーテル、ポリオキシエ
チレンアルキルポリオキシプロピレンブロックコポリマ－、ソルビタン脂肪酸エステル等
の非イオン界面活性剤、及びアルキルトリメチルアンモニウム塩等の陽イオン界面活性剤
が挙げられる。
　その他の製剤用補助剤としては、例えばポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン
等の水溶性高分子、アラビアガム、アルギン酸及びその塩、ＣＭＣ（カルボキシメチルセ
ルロ－ス）、ザンサンガム等の多糖類、アルミニウムマグネシウムシリケート、アルミナ
ゾル等の無機物、防腐剤、着色剤及びＰＡＰ（酸性リン酸イソプロピル）、ＢＨＴ等の安
定化剤が挙げられる。
【００１２】
　本発明に係る植物病害防除用組成物は、以下の植物病害等に有効である。
　イネの病害：いもち病（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）、ごま葉枯病（Ｃｏ
ｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｍｉｙａｂｅａｎｕｓ）、紋枯病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓ
ｏｌａｎｉ）、馬鹿苗病（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｆｕｊｉｋｕｒｏｉ）。
　コムギの病害：うどんこ病（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、赤かび病（Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆ．ａｖｅｎａｃｅｒｕｍ、Ｆ．ｃｕｌｍｏｒ
ｕｍ、Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）、さび病（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒ
ｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐ．ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐ．ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）、紅色雪腐病（Ｍ
ｉｃｒｏｎｅｃｔｒｉｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｅ）、雪腐小粒菌核病（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｓ
ｐ．）、裸黒穂病（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、なまぐさ黒穂病（Ｔｉｌｌｅ
ｔｉａ　ｃａｒｉｅｓ）、眼紋病（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｈｅｒｐ
ｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）、葉枯病（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇｒａｍｉｎｉｃ
ｏｌａ）、ふ枯病（Ｓｔａｇｏｎｏｓｐｏｒａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）、黄斑病（Ｐｙｒｅｎ
ｏｐｈｏｒａ　ｔｒｉｔｉｃｉ－ｒｅｐｅｎｔｉｓ）。
オオムギの病害：うどんこ病（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、赤かび病（Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆ．ａｖｅｎａｃｅｒｕｍ、Ｆ．ｃｕｌｍｏｒ
ｕｍ、Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）、さび病（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒ
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ｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐ．ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐ．ｈｏｒｄｅｉ）、裸黒穂病（Ｕｓｔｉｌ
ａｇｏ　ｎｕｄａ）、雲形病（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）、網斑
病（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）、斑点病（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａ
ｔｉｖｕｓ）、斑葉病（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）、リゾクトニア属
菌による苗立枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
　トウモロコシの病害：黒穂病（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｍａｙｄｉｓ）、ごま葉枯病（Ｃｏ
ｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｓｔｒｏｐｈｕｓ）、ひょう紋病（Ｇｌｏｅｏｃｅ
ｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｒｇｈｉ）、南方さび病（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｐｏｌｙｓｏｒａ
）、グレイリーフスポット病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｚｅａｅ－ｍａｙｄｉｓ）、リゾ
クトニア属菌による苗立枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
【００１３】
　カンキツ類の病害：黒点病（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｃｉｔｒｉ）、そうか病（Ｅｌｓｉ
ｎｏｅ　ｆａｗｃｅｔｔｉ）、果実腐敗病（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄｉｇｉｔａｔｕ
ｍ,　Ｐ．ｉｔａｌｉｃｕｍ）、フィトフトラ病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｐａｒａ
ｓｉｔｉｃａ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃｉｔｒｏｐｈｔｈｏｒａ）。
　リンゴの病害：モニリア病（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｍａｌｉ）、腐らん病（Ｖａｌｓａ
　ｃｅｒａｔｏｓｐｅｒｍａ）、うどんこ病（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒ
ｉｃｈａ）、斑点落葉病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ａｌｔｅｒｎａｔａ　ａｐｐｌｅ　ｐ
ａｔｈｏｔｙｐｅ）、黒星病（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）、炭そ病（Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ａｃｕｔａｔｕｍ）、疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｏｒａ　ｃ
ａｃｔｏｒｕｍ）、紫紋羽病（Ｈｅｌｉｃｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｍｏｍｐａ）。　
　ナシの病害：黒星病（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｎａｓｈｉｃｏｌａ，Ｖ．ｐｉｒｉｎａ）、
黒斑病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ａｌｔｅｒｎａｔａ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｐｅａｒ　ｐ
ａｔｈｏｔｙｐｅ）、赤星病（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｈａｒａｅａｎｕｍ）
、疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）。
　モモの病害：灰星病（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、黒星病（Ｃｌａ
ｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃａｒｐｏｐｈｉｌｕｍ）、フォモプシス腐敗病（Ｐｈｏｍｏｐｓ
ｉｓ　ｓｐ．）。
　ブドウの病害：黒とう病（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ａｍｐｅｌｉｎａ）、晩腐病（Ｇｌｏｍｅ
ｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）、うどんこ病（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）
、さび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ａｍｐｅｌｏｐｓｉｄｉｓ）、ブラックロット病（Ｇ
ｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉｉ）、べと病（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉ
ｃｏｌａ）。
　カキの病害：炭そ病（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｋａｋｉ）、落葉病（Ｃｅｒｃｏｓ
ｐｏｒａ　ｋａｋｉ，Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｎａｗａｅ）。
　ウリ類の病害：炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌａｇｅｎａｒｉｕｍ）、う
どんこ病（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）、つる枯病（Ｍｙｃｏｓｐ
ｈａｅｒｅｌｌａ　ｍｅｌｏｎｉｓ）、つる割病（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕ
ｍ）、べと病（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ）、疫病（Ｐｈ
ｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｐ．）、苗立枯病（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｐ．）。
　トマトの病害：輪紋病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、葉かび病（Ｃｌａｄ
ｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｆｕｌｖｕｍ）、疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａ
ｎｓ）。
　ナスの病害：褐紋病（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｖｅｘａｎｓ）、うどんこ病（Ｅｒｙｓｉ
ｐｈｅ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ）。
　アブラナ科野菜の病害：黒斑病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、白斑病
（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、根こぶ病（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏ
ｐｈｏｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、べと病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐａｒａｓｉｔ
ｉｃａ）。
　ネギの病害：さび病（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ａｌｌｉｉ）、べと病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
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ｒａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）。
【００１４】
　ダイズの病害：紫斑病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ）、黒とう病（Ｅｌ
ｓｉｎｏｅ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、黒点病（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕ
ｍ　ｖａｒ．ｓｏｊａｅ）、褐紋病（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、斑点病（
Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ）、さび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉ）、茎疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ）、リゾクトニア属菌によ
る苗立枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
　インゲンの病害：炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｔｈｉａｎｕ
ｍ）。
　ラッカセイの病害：黒渋病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｐｅｒｓｏｎａｔａ）、褐斑病（
Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ａｒａｃｈｉｄｉｃｏｌａ）、白絹病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　
ｒｏｌｆｓｉｉ）。
　エンドウの病害：うどんこ病（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｐｉｓｉ）、根腐病（Ｆｕｓａｒｉ
ｕｍ　ｓｏｌａｎｉ　ｆ．ｓｐ．ｐｉｓｉ）。
　ジャガイモの病害：夏疫病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、疫病（Ｐｈｙｔ
ｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）、緋色腐敗病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｅ
ｒｙｔｈｒｏｓｅｐｔｉｃａ）、粉状そうか病（Ｓｐｏｎｇｏｓｐｏｒａ　ｓｕｂｔｅｒ
ｒａｎｅａｎ　ｆ．ｓｐ．ｓｕｂｔｅｒｒａｎｅａ）、黒あざ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉ
ａ　ｓｏｌａｎｉ）。
　イチゴの病害：うどんこ病（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｈｕｍｕｌｉ）、炭そ病（Ｇ
ｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）。
　チャの病害：網もち病（Ｅｘｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ）、白星病
（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｌｅｕｃｏｓｐｉｌａ）、輪斑病（Ｐｅｓｔａｌｏｔｉｏｐｓｉｓ　
ｓｐ．）、炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｔｈｅａｅ－ｓｉｎｅｎｓｉｓ）。
　タバコの病害：赤星病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｌｏｎｇｉｐｅｓ）、うどんこ病（Ｅ
ｒｙｓｉｐｈｅ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ）、炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕ
ｍ　ｔａｂａｃｕｍ）、べと病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｔａｂａｃｉｎａ）、疫病（
Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）。
　ナタネの病害：菌核病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、リゾ
クトニア属菌による苗立枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
　ワタの病害；リゾクトニア属菌による苗立枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａ
ｎｉ）。
テンサイの病害：褐斑病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）、葉腐病（Ｒｈｉ
ｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、根腐病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）
、黒根病（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｃｈｌｉｏｉｄｅｓ）。
　バラの病害：黒星病（Ｄｉｐｌｏｃａｒｐｏｎ　ｒｏｓａｅ）、うどんこ病（Ｓｐｈａ
ｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ）、べと病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐａｒｓａ
）。
【００１５】
　キク及びキク科野菜の病害：べと病（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ）、褐斑病（Ｓ
ｅｐｔｏｒｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｉ－ｉｎｄｉｃｉ）、白さび病（Ｐｕｃｃｉｎ
ｉａ　ｈｏｒｉａｎａ）。
　種々の植物の病害：ピシウム属菌によって引き起こされる病害（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐ
ｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ，　Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｅｂａｒｉａｎｕｍ，Ｐｙｔｈｉｕｍ
　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ，Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ，Ｐｙｔｈｉｕｍ　
ｕｌｔｉｍｕｍ）、灰色かび病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、菌核病（Ｓｃｌ
ｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、白絹病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｒｏ
ｌｆｓｉｉ）。
　ダイコンの病害：黒斑病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｒａｓｓｉｃｉｃｏｌａ）。
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　シバの病害：ダラースポット病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｈｏｍｅｏｃａｒｐａ）、
ブラウンパッチ病及びラージパッチ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
　バナナの病害：シガトカ病（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｆｉｊｉｅｎｓｉｓ、Ｍ
ｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｍｕｓｉｃｏｌａ）。
　ヒマワリの病害：べと病（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｈａｌｓｔｅｄｉｉ）。
　Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ属、Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ属、Ｆｕｓａｒｉｕｍ属、Ｇｉｂ
ｂｅｒｅｌｌａ属、Ｔｒｉｃｏｄｅｒｍａ属、Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ属、Ｒｈｉｚ
ｏｐｕｓ属、Ｍｕｃｏｒ属、Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ属、Ｐｈｏｍａ属、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ属、及びＤｉｐｌｏｄｉａ属菌等によって引き起こされる、各種植物の種子病害また
は生育初期の病害。
　Ｐｏｌｙｍｉｘａ属またはＯｌｐｉｄｉｕｍ属等によって媒介される各種植物のウイル
ス病。
【００１６】
上記のうち、藻菌類及びリゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）属菌によって引き起こ
される種々の作物の茎葉病害、土壌伝染性植物病害、または種子伝染性植物病害に対して
特に高い防除効果が期待される。
散布処理の場合、藻菌類によって引き起こされる病害としては、具体的には、ダイズの茎
疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ）、タバコの疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、ヒマワリのべと病（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｈａｌｓｔ
ｅｄｉｉ）、ジャガイモの疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）が挙
げられ、リゾクトニア属菌によって引き起こされる病害としては、具体的には、トウモロ
コシ、イネ、ダイズ、ワタ、ナタネ、テンサイ、及びシバのリゾクトニア属菌による苗立
枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、ジャガイモの黒あざ病（Ｒｈｉｚｏ
ｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、シバのブラウンパッチ病及びラージパッチ病（Ｒｈｉｚ
ｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、テンサイの根腐病及び葉腐病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉ
ａ　ｓｏｌａｎｉ）が挙げられる。
　種子または球根等への処理の場合、藻菌類によって引き起こされる病害としては、具体
的には、コムギ、オオムギ、トウモロコシ、イネ、ソルガム、ダイズ、ワタ、ナタネ、テ
ンサイ及びシバのピシウム属菌による苗立枯病及び根腐病（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎ
ｉｄｅｒｍａｔｕｍ，Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｅｂａｒｉａｎｕｍ，Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ，Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ，Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉ
ｍｕｍ）、ダイズの茎疫病、タバコの疫病、ヒマワリのべと病、テンサイの黒根病（Ａｐ
ｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｃｈｌｉｏｉｄｅｓ）が挙げられ、リゾクトニア属菌によって
引き起こされる病害としては、具体的には、トウモロコシ、イネ、ダイズ、ワタ、ナタネ
、テンサイ、及びシバのリゾクトニア属菌による苗立枯れ病、ジャガイモの黒あざ病、シ
バのブラウンパッチ病及びラージパッチ病、テンサイの根腐病及び葉腐病が挙げられる。
【００１７】
　エタボキサムとトルクロホスメチルとの有効量を、植物病原菌、または植物病原菌の生
息するもしくは生息する可能性のある場所（植物、土壌等）に施用することにより、植物
病害を防除することができる。
　エタボキサムとトルクロホスメチルとの有効量を、植物または植物を栽培する土壌に施
用することにより、植物病害を防除することができる。施用対象となる植物とは、植物の
茎葉、植物の種子、植物の球根等が挙げられる。なお、ここで球根とは、鱗茎、球茎、根
茎、塊茎、塊根および担根体を意味する。
　植物病害、植物、植物を栽培する土壌等に施用する場合は、エタボキサム及びトルクロ
ホスメチルは同時期に別々に施用してもよいが、通常は施用時の簡便性の観点から、本発
明の植物病害防除用組成物として施用される。
　本発明の防除方法としては具体的には、茎葉散布などの植物の茎葉への処理、土壌処理
などの植物の栽培地への処理、種子消毒・種子コートなどの種子への処理、種芋等の球根
への処理等が挙げられる。
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　本発明の防除方法における植物の茎葉への処理としては、具体的には、例えば、茎葉散
布、樹幹散布等の植物の表面に施用する処理方法が挙げられる。
　本発明の防除方法における土壌処理方法としては、例えば、土壌への散布、土壌混和、
土壌への薬液潅注（薬液潅水、土壌注入、薬液ドリップ）が挙げられ、処理する場所とし
ては例えば、植穴、作条、植穴付近、作条付近、栽培地の全面、植物地際部、株間、樹幹
下、主幹畦、培土、育苗箱、育苗トレイ、苗床等が挙げられ、処理時期としては播種前、
播種時、播種直後、育苗期、定植前、定植時、及び定植後の生育期等が挙げられる。また
、上記土壌処理において、有効成分を植物に同時に処理してもよく、有効成分を含有する
ペースト肥料等の固形肥料を土壌へ施用してもよい。また、潅水液に混合してもよく、例
えば、潅水設備（潅水チューブ、潅水パイプ、スプリンクラー等）への注入、条間湛水液
への混入、水耕液へ混入等が挙げられる。また、あらかじめ潅水液と有効成分を混合し、
例えば、上記潅水方法やそれ以外の散水、湛水等のしかるべき潅水方法を用いて処理する
ことができる。
　本発明の防除方法における種子への処理としては、例えば、植物病害から保護しようと
する植物の種子、球根等に本発明の植物病害防除用組成物を処理する方法であって、具体
的には、例えば、本発明の植物病害防除用組成物の懸濁液を霧状にして種子表面もしくは
球根表面に吹きつける吹きつけ処理、本発明の植物病害防除用組成物の水和剤、乳剤又は
フロアブル剤等に少量の水を加えるか又はそのままで種子もしくは球根に塗付する塗沫処
理、本発明の植物病害防除用組成物の溶液に一定時間種子を浸漬する浸漬処理、フィルム
コート処理、ペレットコート処理が挙げられる。
【００１８】
　エタボキサムとトルクロホスメチルとを、植物または植物を栽培する土壌に処理する場
合、その処理量は、処理する植物の種類、防除対象である植物病害の種類や発生程度、製
剤形態、処理時期、気象条件等によって変化させ得るが、１００００ｍ２あたりエタボキ
サムとトルクロホスメチルとの合計量（以下、本有効成分量と記す。）として通常１～５
０００ｇ、好ましくは１００～１０００ｇである。土壌に全面混和する場合は、その処理
量は、１００００ｍ２あたり本有効成分量として通常０．１ｋｇ～５０ｋｇ、好ましくは
１ｋｇ～１０ｋｇである。
　乳剤、水和剤、フロアブル剤等は通常水で希釈して散布することにより処理する。この
場合、本有効成分量の濃度は通常０．０００１～３重量％、好ましくは０．０００５～１
重量％の範囲である。粉剤、粒剤等は通常希釈することなくそのまま処理する。
　種子への処理においては、種子１ｋｇに対して本有効成分量は通常０.００１～２０ｇ
、好ましくは０．０１～５ｇの範囲で施用される。
【００１９】
　本発明の防除方法は、畑、水田、芝生、果樹園等の農耕地又は非農耕地用にて使用する
ことができる。
　また、本発明は、以下に挙げられる「植物」等を栽培する農耕地等において、該植物等
に対して薬害を与えることなく、当該農耕地の病害を防除するために使用することができ
る。
　農作物；トウモロコシ、イネ、コムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク、ソルガム、ワ
タ、ダイズ、ピーナッツ、ソバ、テンサイ、ナタネ、ヒマワリ、サトウキビ、タバコ等、
　野菜；ナス科野菜（ナス、トマト、ピーマン、トウガラシ、ジャガイモ等）、ウリ科野
菜（キュウリ、カボチャ、ズッキーニ、スイカ、メロン、スカッシュ等）、アブラナ科野
菜（ダイコン、カブ、セイヨウワサビ、コールラビ、ハクサイ、キャベツ、カラシナ、ブ
ロッコリー、カリフラワー等）、キク科野菜（ゴボウ、シュンギク、アーティチョーク、
レタス等）、ユリ科野菜（ネギ、タマネギ、ニンニク、アスパラガス）、セリ科野菜（ニ
ンジン、パセリ、セロリ、アメリカボウフウ等）、アカザ科野菜（ホウレンソウ、フダン
ソウ等）、シソ科野菜（シソ、ミント、バジル等）、イチゴ、サツマイモ、ヤマノイモ、
サトイモ等、
　花卉、
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　観葉植物、
　シバ、
　果樹；仁果類（リンゴ、セイヨウナシ、ニホンナシ、カリン、マルメロ等）、核果類（
モモ、スモモ、ネクタリン、ウメ、オウトウ、アンズ、プルーン等）、カンキツ類（ウン
シュウミカン、オレンジ、レモン、ライム、グレープフルーツ等）、堅果類（クリ、クル
ミ、ハシバミ、アーモンド、ピスタチオ、カシューナッツ、マカダミアナッツ等）、液果
類（ブルーベリー、クランベリー、ブラックベリー、ラズベリー等）、ブドウ、カキ、オ
リーブ、ビワ、バナナ、コーヒー、ナツメヤシ、ココヤシ等、
　果樹以外の樹；チャ、クワ、花木、街路樹（トネリコ、カバノキ、ハナミズキ、ユーカ
リ、イチョウ、ライラック、カエデ、カシ、ポプラ、ハナズオウ、フウ、プラタナス、ケ
ヤキ、クロベ、モミノキ、ツガ、ネズ、マツ、トウヒ、イチイ）等。
【００２０】
　上記「植物」とは、イソキサフルトール等のＨＰＰＤ阻害剤、イマゼタピル、チフェン
スルフロンメチル等のＡＬＳ阻害剤、グリホサート等のＥＰＳＰ合成酵素阻害剤、グルホ
シネート等のグルタミン合成酵素阻害剤、セトキシジム等のアセチルＣｏＡカルボキシラ
ーゼ阻害剤、フルミオキサジン等のＰＰＯ阻害剤、ブロモキシニル、ジカンバ、２，４－
Ｄ等の除草剤に対する耐性を古典的な育種法、もしくは遺伝子組換え技術により付与され
た植物も含まれる。
　古典的な育種法により耐性を付与された「植物」の例として、イマゼタピル等のイミダ
ゾリノン系ＡＬＳ阻害型除草剤に耐性のナタネ、コムギ、ヒマワリ、イネがありＣｌｅａ
ｒｆｉｅｌｄ（登録商標）の商品名で既に販売されている。同様に古典的な育種法による
チフェンスルフロンメチル等のスルホニルウレア系ＡＬＳ阻害型除草剤に耐性のダイズが
あり、ＳＴＳダイズの商品名で既に販売されている。同様に古典的な育種法によりトリオ
ンオキシム系、アリールオキシフェノキシプロピオン酸系除草剤などのアセチルＣｏＡカ
ルボキシラーゼ阻害剤に耐性が付与された植物の例としてＳＲコーン等がある。アセチル
ＣｏＡカルボキシラーゼ阻害剤に耐性が付与された植物はプロシーディングズ・オブ・ザ
・ナショナル・アカデミー・オブ・サイエンシーズ・オブ・ザ・ユナイテッド・ステーツ
・オブ・アメリカ（Ｐｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．ＵＳＡ）８７巻、７１７５
～７１７９頁（１９９０年）等に記載されている。またアセチルＣｏＡカルボキシラーゼ
阻害剤に耐性の変異アセチルＣｏＡカルボキシラーゼがウィード・サイエンス（Ｗｅｅｄ
　Ｓｃｉｅｎｃｅ）５３巻、７２８～７４６頁（２００５年）等に報告されており、こう
した変異アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ遺伝子を遺伝子組換え技術により植物に導入す
るかもしくは抵抗性付与に関わる変異を植物アセチルＣｏＡカルボキシラーゼに導入する
事により、アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ阻害剤に耐性の植物を作出することができる
。さらに、キメラプラスティ技術（Ｇｕｒａ　Ｔ．１９９９．Ｒｅｐａｉｒｉｎｇ　ｔｈ
ｅ　Ｇｅｎｏｍｅ’ｓ　Ｓｐｅｌｌｉｎｇ　Ｍｉｓｔａｋｅｓ．Ｓｃｉｅｎｃｅ　２８５
：３１６－３１８．）に代表される塩基置換変異導入核酸を植物細胞内に導入して植物の
アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ遺伝子やＡＬＳ遺伝子等に部位特異的アミノ酸置換変異
を導入することにより、アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ阻害剤やＡＬＳ阻害剤等に耐性
の植物を作出することができる。
【００２１】
遺伝子組換え技術により耐性を付与された植物の例として、グリホサート耐性のトウモロ
コシ、ダイズ、ワタ、ナタネ、テンサイ品種があり、ラウンドアップアップレディ（Ｒｏ
ｕｎｄｕｐＲｅａｄｙ（登録商標））、ＡｇｒｉｓｕｒｅＧＴ等の商品名で既に販売され
ている。同様に遺伝子組換え技術によるグルホシネート耐性のトウモロコシ、ダイズ、ワ
タ、ナタネ品種があり、リバティーリンク（ＬｉｂｅｒｔｙＬｉｎｋ（登録商標））等の
商品名ですでに販売されている。同様に遺伝子組換え技術によるブロモキシニル耐性のワ
タはＢＸＮの商品名で既に販売されている。
【００２２】
　上記「植物」とは、遺伝子組換え技術を用いて、例えば、バチルス属で知られている選
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択的毒素等を合成する事が可能となった植物も含まれる。
　この様な遺伝子組換え植物で発現される毒素として、バチルス・セレウスやバチルス・
ポピリエ由来の殺虫性タンパク；バチルス・チューリンゲンシス由来のＣｒｙ１Ａｂ、Ｃ
ｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ｆａ２、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１
またはＣｒｙ９Ｃ等のδ－エンドトキシン、ＶＩＰ１、ＶＩＰ２、ＶＩＰ３またはＶＩＰ
３Ａ等の殺虫タンパク；線虫由来の殺虫タンパク；さそり毒素、クモ毒素、ハチ毒素また
は昆虫特異的神経毒素等動物によって産生される毒素；糸状菌類毒素；植物レクチン；ア
グルチニン；トリプシン阻害剤、セリンプロテアーゼ阻害剤、パタチン、シスタチン、パ
パイン阻害剤等のプロテアーゼ阻害剤；リシン、トウモロコシ－ＲＩＰ、アブリン、ルフ
ィン、サポリン、ブリオジン等のリボゾーム不活性化タンパク（ＲＩＰ）；３－ヒドロキ
システロイドオキシダーゼ、エクジステロイド－ＵＤＰ－グルコシルトランスフェラーゼ
、コレステロールオキシダーゼ等のステロイド代謝酵素；エクダイソン阻害剤；ＨＭＧ－
ＣｏＡリダクターゼ；ナトリウムチャネル、カルシウムチャネル阻害剤等のイオンチャネ
ル阻害剤；幼若ホルモンエステラーゼ；利尿ホルモン受容体；スチルベンシンターゼ；ビ
ベンジルシンターゼ；キチナーゼ；グルカナーゼ等が挙げられる。
　またこの様な遺伝子組換え植物で発現される毒素として、Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ
、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ｆａ２、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１、Ｃｒｙ９
Ｃ、Ｃｒｙ３４ＡｂまたはＣｒｙ３５Ａｂ等のδ－エンドトキシンタンパク、ＶＩＰ１、
ＶＩＰ２、ＶＩＰ３またはＶＩＰ３Ａ等の殺虫タンパクのハイブリッド毒素、一部を欠損
した毒素、修飾された毒素も含まれる。ハイブリッド毒素は組換え技術を用いて、これら
タンパクの異なるドメインの新しい組み合わせによって作り出される。一部を欠損した毒
素としては、アミノ酸配列の一部を欠損したＣｒｙ１Ａｂが知られている。修飾された毒
素としては、天然型の毒素のアミノ酸の１つまたは複数が置換されている。
　これら毒素の例およびこれら毒素を合成する事ができる組換え植物は、ＥＰ－Ａ－０　
３７４　７５３、ＷＯ　９３／０７２７８、ＷＯ　９５／３４６５６、ＥＰ－Ａ－０　４
２７　５２９、ＥＰ－Ａ－４５１　８７８、ＷＯ　０３／０５２０７３等に記載されてい
る。
　これらの組換え植物に含まれる毒素は、特に、甲虫目害虫、半翅目害虫、双翅目害虫、
鱗翅目害虫、線虫類への耐性を植物へ付与する。
【００２３】
　また、１つもしくは複数の殺虫性の害虫抵抗性遺伝子を含み、１つまたは複数の毒素を
発現する遺伝子組換え植物は既に知られており、いくつかのものは市販されている。これ
ら遺伝子組換え植物の例として、ＹｉｅｌｄＧａｒｄ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｂ毒素を
発現するトウモロコシ品種）、ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｒｏｏｔｗｏｒｍ（登録商標）（Ｃ
ｒｙ３Ｂｂ１毒素を発現するトウモロコシ品種）、ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｐｌｕｓ（登録
商標）（Ｃｒｙ１ＡｂとＣｒｙ３Ｂｂ１毒素を発現するトウモロコシ品種）、Ｈｅｒｃｕ
ｌｅｘ　Ｉ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ｆａ２毒素とグルホシネートへの耐性を付与するため
にホスフィノトリシン　Ｎ－アセチルトランスフェラーゼ（ＰＡＴ）を発現するトウモロ
コシ品種）、ＮｕＣＯＴＮ３３Ｂ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃ毒素を発現するワタ品種）
、Ｂｏｌｌｇａｒｄ　Ｉ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃ毒素を発現するワタ品種）、Ｂｏｌ
ｌｇａｒｄ　ＩＩ（登録商標）（Ｃｒｙ１ＡｃとＣｒｙ２Ａｂ毒素とを発現するワタ品種
）、ＶＩＰＣＯＴ（登録商標）（ＶＩＰ毒素を発現するワタ品種）、ＮｅｗＬｅａｆ（登
録商標）（Ｃｒｙ３Ａ毒素を発現するジャガイモ品種）、ＮａｔｕｒｅＧａｒｄ（登録商
標）Ａｇｒｉｓｕｒｅ（登録商標）ＧＴ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ（ＧＡ２１　グリホサート
耐性形質）、Ａｇｒｉｓｕｒｅ（登録商標）　ＣＢ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ（Ｂｔ１１コー
ンボーラー（ＣＢ）形質）、Ｐｒｏｔｅｃｔａ（登録商標）等が挙げられる。
【００２４】
　上記「植物」とは、遺伝子組換え技術を用いて、選択的な作用を有する抗病原性物質を
産生する能力を付与されたものも含まれる。
　抗病原性物質の例として、ＰＲタンパク等が知られている（ＰＲＰｓ、ＥＰ－Ａ－０　
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３９２　２２５）。このような抗病原性物質とそれを産生する遺伝子組換え植物は、ＥＰ
－Ａ－０　３９２　２２５、ＷＯ　９５／３３８１８、ＥＰ－Ａ－０　３５３　１９１等
に記載されている。
　こうした遺伝子組換え植物で発現される抗病原性物質の例として、例えば、ナトリウム
チャネル阻害剤、カルシウムチャネル阻害剤（ウイルスが産生するＫＰ１、ＫＰ４、ＫＰ
６毒素等が知られている。）等のイオンチャネル阻害剤；スチルベンシンターゼ；ビベン
ジルシンターゼ；キチナーゼ；グルカナーゼ；ＰＲタンパク；ペプチド抗生物質、ヘテロ
環を有する抗生物質、植物病害抵抗性に関与するタンパク因子（植物病害抵抗性遺伝子と
呼ばれ、ＷＯ　０３／０００９０６に記載されている。）等の微生物が産生する抗病原性
物質等が挙げられる。このような抗病原性物質とそれを産生する遺伝子組換え植物は、Ｅ
Ｐ－Ａ－０３９２２２５、ＷＯ９５／３３８１８、ＥＰ－Ａ－０３５３１９１等に記載さ
れている。
【００２５】
　上記「植物」とは、遺伝子組換え技術を用いて、油糧成分改質やアミノ酸含量増強形質
などの有用形質を付与した植物も含まれる。例として、ＶＩＳＴＩＶＥ（登録商標）（リ
ノレン含量を低減させた低リノレン大豆）あるいは、ｈｉｇｈ－ｌｙｓｉｎｅ（ｈｉｇｈ
－ｏｉｌ）　ｃｏｒｎ（リジンあるいはオイル含有量を増量したコーン）等が挙げられる
。
【００２６】
　さらに、上記の古典的な除草剤形質あるいは除草剤耐性遺伝子、殺虫性害虫抵抗性遺伝
子、抗病原性物質産生遺伝子、油糧成分改質やアミノ酸含量増強形質などの有用形質につ
いて、これらを複数組み合わせたスタック品種も含まれる。
【実施例】
【００２７】
　以下、本発明を製剤例、種子処理例及び試験例にてさらに詳しく説明するが、本発明は
以下の例のみに限定されるものではない。なお、以下の例において、部は特にことわりの
無い限り重量部を表す。
【００２８】
　製剤例１
　トルクロホスメチルを２．５部、エタボキサムを１．２５部、ポリオキシエチレンスチ
リルフェニルエ－テル１４部、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム６部、及びキシレ
ン７６．２５部をよく混合することにより各乳剤を得る。
【００２９】
　製剤例２
　トルクロホスメチルを５部、エタボキサムを５部、ホワイトカーボンとポリオキシエチ
レンアルキルエーテルサルフェートアンモニウム塩との混合物（重量割合１：１）３５部
、及び水５５部を混合し、湿式粉砕法で微粉砕することにより各フロアブル製剤を得る。
【００３０】
　製剤例３
　トルクロホスメチルを１０部、エタボキサムを１０部、ソルビタントリオレエ－ト１．
５部、及びポリビニルアルコ－ル２部を含む水溶液２３．５部を混合し、湿式粉砕法で微
粉砕した後、この中にキサンタンガム０．０５部及びアルミニウムマグネシウムシリケ－
ト０．１部を含む水溶液４５部を加え、さらにプロピレングリコ－ル１０部を加えて攪拌
混合し各フロアブル製剤を得る。
【００３１】
　製剤例４
　トルクロホスメチルを２０部、エタボキサムを５部、ソルビタントリオレエ－ト１．５
部、及びポリビニルアルコ－ル２部を含む水溶液２８．５部を混合し、湿式粉砕法で微粉
砕した後、この中にキサンタンガム０．０５部及びアルミニウムマグネシウムシリケ－ト
０．１部を含む水溶液４５部を加え、さらにプロピレングリコ－ル１０部を加えて攪拌混
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合し各フロアブル製剤を得る。
【００３２】
　製剤例５
　トルクロホスメチルを４０部、エタボキサムを５部、プロピレングリコールを５部（ナ
カライテスク製）、Ｓｏｐｒｏｐｈｏｒ　ＦＬＫ　を５部（ローディア日華製）、アンチ
フォームCエマルションを０．２部（ダウコーニング社製）、プロキセルＧＸＬを０．３
部（アーチケミカル製）、及びイオン交換水を４９．５部の割合で混合し、原体スラリー
を調製する。該スラリー１００部に１５０部のガラスビーズ（Φ＝１ｍｍ）を投入し、冷
却水で冷却しながら、２時間粉砕する。粉砕後、ガラスビーズをろ過により除き、各フロ
アブル製剤を得る。
【００３３】
　製剤例６
　トルクロホスメチルを５０部、エタボキサムを０．５部、ＮＮカオリンクレーを３８．
５部（竹原化学工業製）、Ｍｏｒｗｅｔ　Ｄ４２５を１０部、Ｍｏｒｗｅｒ　ＥＦＷを１
．５部（アクゾノーベル社製）の割合で混合し、ＡＩプレミックスを得る。当プレミック
スをジェットミルで粉砕し、各粉剤を得る。
【００３４】
　製剤例７
　トルクロホスメチルを４部、エタボキサムを１部、合成含水酸化珪素１部、リグニンス
ルホン酸カルシウム２部、ベントナイト３０部、及びカオリンクレー６２部をよく粉砕混
合し、水を加えてよく練り合せた後、造粒乾燥することにより各粒剤を得る。
【００３５】
　製剤例８
　トルクロホスメチルを４０部、エタボキサムを１部、リグニンスルホン酸カルシウム３
部、ラウリル硫酸ナトリウム２部、及び合成含水酸化珪素５４部をよく粉砕混合すること
により各水和剤を得る。
【００３６】
　製剤例９
　トルクロホスメチルを２部、エタボキサムを１部、カオリンクレー８７部、及びタルク
１０部をよく粉砕混合することにより各粉剤を得る。
【００３７】
　製剤例１０
　トルクロホスメチルを２部、エタボキサムを０．２５部、ポリオキシエチレンスチリル
フェニルエーテル１４部、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム６部、及びキシレン７
７．７５部をよく混合することにより各乳剤を得る。
【００３８】
　製剤例１１
　トルクロホスメチルを１０部、エタボキサムを２．５部、ソルビタントリオレエート１
．５部、及びポリビニルアルコール２部を含む水溶液３０部を混合し、湿式粉砕法で微粉
砕した後、この中にキサンタンガム０．０５部及びアルミニウムマグネシウムシリケート
０．１部を含む水溶液４７．５部を加え、さらにプロピレングリコール１０部を加えて攪
拌混合し、各フロアブル製剤を得る。
【００３９】
　製剤例１２
　トルクロホスメチルを２０部、エタボキサムを１部、合成含水酸化珪素１部、リグニン
スルホン酸カルシウム２部、ベントナイト３０部、及びカオリンクレー４７部をよく粉砕
混合し、水を加えてよく練り合せた後、造粒乾燥することにより各粒剤を得る。
【００４０】
　製剤例１３
　トルクロホスメチルを４０部、エタボキサムを１部、リグニンスルホン酸カルシウム３
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部、ラウリル硫酸ナトリウム２部、及び合成含水酸化珪素５４部をよく粉砕混合すること
により各水和剤を得る。
【００４１】
　種子処理例１
　製剤例１に準じて作製した乳剤を、ソルガム乾燥種子１００ｋｇに対し、回転式種子処
理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて５
００ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００４２】
　種子処理例２
　製剤例２に準じて作製したフロアブル製剤を、ナタネ乾燥種子１０ｋｇに対し、回転式
種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用
いて５０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００４３】
　種子処理例３
　製剤例３に準じて作製したフロアブル製剤を、トウモロコシ乾燥種子１０ｋｇに対し、
回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製
）を用いて４０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００４４】
　種子処理例４
　製剤例４に準じて作製したフロアブル製剤を５部、ピグメントＢＰＤ６１３５（Ｓｕｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ製）を５部、及び水を３５部混和し、混和物を調製する。該混和物を
、イネ乾燥種子１０ｋｇに対し、回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌ
ｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて６０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子
を得る。
【００４５】
　種子処理例５
　製剤例５に準じて作製した粉剤を、トウモロコシ乾燥種子１０ｋｇに対し、５０ｇ粉衣
処理することにより、処理種子を得る。
【００４６】
　種子処理例６
　製剤例１に準じて作製した乳剤を、テンサイ乾燥種子１００ｋｇに対し、回転式種子処
理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて５
００ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００４７】
　種子処理例７
　製剤例２に準じて作製したフロアブル製剤を、ダイズ乾燥種子１０ｋｇに対し、回転式
種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用
いて５０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００４８】
　種子処理例８
　製剤例３に準じて作製したフロアブル製剤を、コムギ乾燥種子１０ｋｇに対し、回転式
種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用
いて５０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００４９】
　種子処理例９
　製剤例４に準じて作製したフロアブル製剤を５部、ピグメントＢＰＤ６１３５（Ｓｕｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ製）を５部、水を３５部混和し、ジャガイモ塊茎片１０ｋｇに対し、
回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製
）を用いて７０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００５０】
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　種子処理例１０
　製剤例４に準じて作製したフロアブル製剤を５部、ピグメントＢＰＤ６１３５（Ｓｕｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ製）を５部、水を３５部混和し、ヒマワリ種子１０ｋｇに対し、回転
式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を
用いて７０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００５１】
　種子処理例１１
　製剤例５に準じて作製した粉剤を、ワタ乾燥種子１０ｋｇに対し、４０ｇ粉衣処理する
ことにより、処理種子を得る。
【００５２】
　試験例１
　エタボキサムのアセトン溶液とトルクロホスメチルのアセトン溶液を混合することによ
って、所定濃度のエタボキサムとトルクロホスメチルとを含有するアセトン液を調製した
。該アセトン液を、キュウリ（相模半白）の種子表面に付着させた後、一晩静置した。プ
ラスチックポットに砂壌土を詰め、該種子を播種し、立枯病菌（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔ
ｉｍｕｍ）を培養したフスマ培地を混合した砂壌土で覆土した。潅水したのち１８℃、保
湿下で１３日間生育させ、防除効果を調査した。
　比較のために、所定濃度のエタボキサムを含有するアセトン溶液、および所定濃度のト
ルクロホスメチルを含有するアセトン溶液を調製し、それぞれ、同様の防除試験を行った
。また、防除価算出のために薬剤無処理における発病度もあわせて調査した。
　式１より発病度を算出し、その発病度をもとに、式２を用い防除価を算出した。その結
果を表１に示す。
【００５３】
「式１」
発病度＝（不出芽種子数および発病苗数）×１００／（総播種数）
【００５４】
「式２」
防除価＝１００×（Ａ－Ｂ）／Ａ
Ａ：無処理区の植物の発病度
Ｂ：処理区の植物の発病度
　一般に、与えられた２種類の有効成分化合物を混合して処理した際に期待される防除効
果、いわゆる防除価期待値は下記の式３のコルビーの計算式により求められる。
「式３」
Ｅ＝Ｘ＋Ｙ－（ＸＹ）／１００
Ｘ：有効成分化合物ＡをＭｇ／１００ｋｇ-種子で処理した時の防除価
Ｙ：有効成分化合物ＢをＮｇ／１００ｋｇ-種子で処理した時の防除価
Ｅ：有効成分化合物ＡをＭｇ／１００ｋｇ-種子で、有効成分化合物ＢをＮｇ／１００ｋ
ｇ-種子で処理した
時に期待される防除価（防除価期待値）
「相乗効果」＝（実際の防除価）×１００／（防除価期待値）
【００５５】
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【表１】

【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明によれば、高い活性を有する植物病害防除用組成物、及び植物病害を効果的に防
除し得る方法を提供することができる。
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